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内
子
町
教
育
委
員
会
は

８
月
29
日
、
内
子
町
共
生
館

で「
内
子
町
学
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。
学

校
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

し
、
町
内
の
小
中
学
校
の
教

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
変
化
の
時
代

の
学
力
像
―
―
『
地じ

あ
た
ま
り
ょ
く

頭
力
』

を
ど
う
育
て
る
か
―
―
」
を

テ
ー
マ
に
、
愛
媛
大
学
教
育

学
部
の
平
松
義よ

し
き樹
教
授
が
講

演
。「
学
力
と
は
、
知
識
を
頭

の
中
で
つ
な
げ
る
力
で
あ
る
。

向
上
に
は
家
庭
の
協
力
も
必

要
。
サ
ッ
カ
ー
の
相
手
国
を

地
図
で
一
緒
に
探
す
な
ど
、

日
頃
か
ら
楽
し
く
会
話
し

て
、
学
習
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
大
切
」と
語
り
ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
す
る
入
江
英
昭
理
事
長

町
内
の
小
中
学
校
の
教
員
１
２
３
人
が
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加

学
校
教
育
の
向
上
を
目
指
し

「
内
子
町
学
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　
「
え
ひ
め
Ａア

イ
　
イ
チ

Ｉ
―
１
」な
ど

で
水
質
浄
化
活
動
に
尽
力
し

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン・ラ
ブ（
入

江
英ひ

で
あ
き昭

理
事
長
）は
９
月
７

日
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特

別
措
置
法
制
定
40
周
年
の
記

念
式
典
で「
瀬
戸
内
海
環
境

保
全
知
事
・
市
長
会
議
議
長

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

長
年
に
わ
た
る
景
観
保
全

活
動
や
循
環
型
社
会
を
目

指
す
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
入
江
さ
ん
は「
住
民
や

行
政
と
協
力
し
て
続
け
た
結

果
が
、表
彰
に
つ
な
が
っ
た
。

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
多
く
の
人
が
環
境

に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン
・
ラ
ブ
が
受
賞

石
畳
地
区
の
愛
炭
企
業
組
合
に
炭
焼
き

に
つ
い
て
聞
く
小
池
佑
太
さ
ん
（
右
）

高
橋
さ
ん（
左
）と
作
品
に
囲
ま
れ
て

の
講
演
会

健
康
づ
く
り
で
心
豊
か
な
毎
日
を

「
内
子
町
健
康
ま
つ
り
２
０
１
３
」

　

内
子
町
は
９
月
７
日
、
明

る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て「
内
子
町

健
康
ま
つ
り
２
０
１
３
」
を

開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
頃
の
健
康
管
理

に
努
め
地
域
活
動
に
貢
献
し

た
人
に
贈
ら
れ
る「
高
池
健

康
づ
く
り
優
良
者
」（
５
人
）の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
で
は
、
健

康
運
動
指
導
士
の
忠
政
啓ひ

ろ
ふ
み文

さ
ん
が「
歩
き
方
が
変
わ
れ

ば
、
人
生
が
変
わ
る
」
と
題

し
て
登
壇
。
簡
単
な
運
動
を

交
え
な
が
ら
、
歩
く
こ
と
の

大
切
さ
や
楽
し
さ
を
紹
介

し
、「
歩
く
こ
と
で
体
の
機

能
が
高
ま
る
。
さ
ら
に
腕
の

振
り
を
意
識
し
て
歩
け
ば
、

体
力
向
上
つ
な
が
る
。
日
常

の
何
気
な
い
動
き
を
効
果
的

な
運
動
に
し
て
、
健
康
な
体

を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
、簡
単
ヨ
ガ
教
室
、

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者

は
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。1_表彰を受け謝辞を述べる岸田透

とおる

さん（91）＝林
慶＝　2_正しい歩き方を指導する忠正啓文さん
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２

　

第
17
回
を
迎
え
る
内
子
座

文
楽
公
演（
同
実
行
委
員
会

主
催
、
源
田
恒つ

ね
お雄
実
行
委
員

長
）は
8
月
24
・
25
の
両
日
、

内
子
座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
近
松
門
左
衛

門
作
、
平
家
物
語
や
謡
曲

「
俊
寛
」
を
題
材
に
し
た
時

代
物「
平へ

い
け
に
ょ
ご
の
し
ま

家
女
護
島
」
と
、

元
禄
期
に
京
都
で
起
こ
っ

た
伝
兵
衛
・
お
し
ゅ
ん
の

心
中
事
件
を
素
材
に
し
た

「
近ち

か
ご
ろ
か
わ
ら
の
た
て
ひ
き

頃
河
原
の
達
引
」
を
上

演
。
内
子
座
公
演
で
お
な
じ

み
の
豊
竹
嶋し

ま
た
ゆ
う

大
夫
さ
ん
や
吉

田
和か

ず
お生
さ
ん
な
ど
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

文
楽
は
日
本
を
代
表
す
る

伝
統
芸
能
で
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
文
楽

フ
ァ
ン
は
、
太
夫
・
三
味
線
・

人
形
が
織
り
成
す
至
高
の
舞

台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1_「平家女護島」の一幕、俊寛が千鳥を実の娘のように思いやる　2_公演前
の鏡開きなどで盛り上がる文楽ファンの皆さん　（写真：産経新聞社提供）

日本の伝統芸能を味わう
「内子座文楽」第17回公演開催
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内
子
町
は
９
月
21
日
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
Ａ
・ｒ
ｕ
ｎ
ｚ

ｅ
で「
お
し
ゃ
べ
り
Ａ
・ｒ
ｕ

ｎ
ｚ
ｅ
」を
行
い
ま
し
た
。

　

同
企
画
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
企
画
展
の
作
者
を
囲

み
、
作
品
を
通
じ
て
内
子
町

の
魅
力
を
語
り
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
現
在
展
示
中
の

「
小
田
深
山
の
四
季
写
真
」を

撮
影
し
た
髙
橋
毅つ

よ
しさ

ん
と
の

開
催
。
写
真
愛
好
家
な
ど
16

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
橋

さ
ん
は
、
小
田
深
山
で
し
か

見
ら
れ
な
い
魅
力
を
写
真
で

紹
介
し
、「
私
は
３
年
間
小

田
深
山
に
通
っ
た
。
そ
の
情

熱
が
い
い
風
景
写
真
を
撮
る

秘
訣
」と
語
り
ま
し
た
。

小
田
深
山
の
魅
力
に
つ
い
て
話
そ
う

「
お
し
ゃ
べ
り
Ａあ

る

ん

ぜ

・
ｒ
ｕ
ｎ
ｚ
ｅ
」

「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

愛
媛
大
学
生
が
職
業
体
験

　
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

と
は
、職
業
体
験
を
通
し
て
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
学
ぶ
愛
媛
大

学
の
講
義
で
す
。

　

今
回
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

が
７
月
～
11
月
の
間
、
法
文

学
部
２
回
生
の
小
池
佑ゆ

う
た太

さ

ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

小
池
さ
ん
は
、
研
修
課
題

の「
大
切
な
人
と
内
子
で
過

ご
す
２
泊
３
日
の
旅
」
を
提

案
す
る
た
め
小
田
深
山
、
八

日
市
・
護
国
の
町
並
み
、
石

畳
地
区
な
ど
で
活
躍
す
る

人
々
を
取
材
し
、
現
地
の
魅

力
を
調
査
し
ま
し
た
。
11
月

ま
で
に
成
果
を
ま
と
め
、
町

並
・
地
域
振
興
課
に
ツ
ア
ー

提
案
を
す
る
予
定
で
す
。


